～第三回～

現実と共通認識


メディアとしての生命班

久保田早紀　熊井晃史　宮本小綾　吉村奈保

～現実の捉え方～

1 現実は環世界にあるものとする。

2 現実とは経験である。

[image: image1.bmp]　　経験をする主体･･･幼児・原初人間にとって現実とは「私」だけの経験であった

　　　　　　　　　　　―→「私」ではない「何者か」の経験（現実）があることがとらえられることによって外部世界と環世界という概念が構成される。※「私」には「何者」かの経験はわからない

　

　　経験するとは何か･･･知覚や身体を通して自覚すること

（生命記号論的には垂直方向のつながりを含む）

· 経験（現実）とは知覚・身体性を伴うもの

・

　原初の人間にとっては、知覚できるものにはすべて「いまここ性」があった。やがて言語によって、知覚された個々人の経験（＝個々人にとっての現実）が、他者と「共有」可能になったが、共有された現実には「いまここ性」はない。（ex.マスメディアの報道）

～共通認識の捉え方～

1 「私」にとっての共通認識とは、「私」が共有した「他者」の経験（環世界）である。

（複数性）　　

2 共有するための手段（例えば言語）は、「私」が後天的に獲得するものである。

· では、共通認識における共通性はどこまで信頼し得るのだろうか。

＜知覚と言語のズレ＞
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しかし、共有された現実には、「いまここ性」がない。つまり、他者（共有相手）の主観が入ってしまう。

この共有は知覚を通して自覚されるにもかかわらず、「いまここ性」に欠ける。つまり
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